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In this study, we conduct a questionnaire survey on a series of agricultural experience 
activities in collaboration with the area and aim to examine the way towards utilization of 
idle farmland, regional collaboration, by evaluating from the viewpoint of students of 
agricultural high school. As a result of conducting a questionnaire survey on agricultural 
experience activities, it became clear that the evaluation of rice planting, rice harvesting, 
sales of rice ball, and interaction with citizens was high. As a result of analysis, we think 
that rice harvesting and tasting of new rice have important influence on the overall 
evaluation. In addition, by participating in agricultural experience activities, the motivation 
for learning in the school was increased, and it was found that the interest in agriculture, 
parks, and the environment increased, and awareness and motivation increased. In addition, 
it was found that the degree of satisfaction was higher when carrying out agricultural 
experience activities in a series of flows such as rice planting, rice harvesting and sales, 
rather than carrying out rice planting alone. It was also found that girls' satisfaction 
increased more.  
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1 はじめに 

































































2・1  2017 年度までの活動経緯 
前橋市中心市街地の官設民営の児童遊園地である「る
なぱあく」は，2015 年 4 月から地域企業が運営維持管理
業務業者として指定された．指定管理者による公園利用









































Fig. 1  Location of Agricultural Experience Activities 
 
Table 1  Agricultural Experience Activities(2018) 
3 月 20 日 
5 月 15 日 
6 月 1 日 
6 月 12 日 
6 月 14-15 日 
8～9 月 
10 月 24 日 
10 月 25-26 日 
10 月 26 日から 2 週間 
11 月 5-6 日 
11 月 9，10 
12 月 9 日 
12 月～3 月 
3 月 2-3 日 
田起こし，土壌分析 
くろ塗り（畔塗り）〈約 2 時間〉 
草刈り・水入れ〈約 3 時間〉 
代掻き 
田植え〈各 2～4 時間〉 
水管理・草取り・草刈り〈週 1 回〉 
稲刈り（機械刈り）〈1 時間〉 
稲刈り（手刈り）〈各 2 時間〉 
天日干し 







2・2  2018 年度の農業体験活動 






林高校緑地土木科 40 人，グリーンライフ科 22 人，前橋
工科大学学生 5 人，高校・大学の教職員，農家，地域企
業が行った． 















































2・3  農業体験活動の様子 

































































Table 2  Outline of Questionnaire Survey 
調査日 田植え後  ：2018 年 6 月 全作業終了後：2019 年 3 月 













・緑地土木科 40 票 
（土木コース 20 票，デザインコース 20 票） 
・グリーンライフ科 22 票 
〈学年〉1 年 40 票，2 年 19 票，3 年 3 票 
〈性別〉男子 31 票，女子 31 票 
〈自宅の仕事〉 
自宅が農家 1 票，父母の実家が農家 8 票， 
その他 53 票 
〈農作業の経験〉 
よく手伝っている 0 票，少しある 30 票， 
初めて 31 票，その他 1 票 
〈田植え経験〉 
何回もある 6 票，少しある 33 票， 















































































Fig. 8  Changes in Awareness and Motivation by 






















































































































Fig. 9  Satisfaction Evaluation by Gender (after Rice 
Planting / after All Works) 
 












































































































とても満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満
 
 
 
活動による満足度評価の向上効果は男子生徒よりも女子
生徒の方が高かった．この原因を分析することは今後の
研究課題である． 
大学生に及ぼす効果に関しては本研究では把握して
いないため，今後の研究課題とする．高校生の満足度評
価によると大学生との交流の満足度が高いため，継続的
な活動としていくためには，高校と大学の連携教育の枠
組みを検討することが課題である． 
市民に及ぼす効果についても本研究では把握してい
ないが，遊園地でのワークショップの来場者の声から農
業体験活動への興味はうかがえる．市民との連携による
体験活動とするために，市民と高校生の農業体験会を検
討することが課題である． 
農家に関しては，地域連携による農業体験活動は遊休
農地を活用するという効果がある．農業の人手不足を解
消するためには，体験活動を継続的に実施することによ
り農業に取り組む人材を育成することが課題である． 
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